
選

擇

大

綱

抄

な

讀

む

小

西

存

砧

一一42-一 一

肖

選
擇
集
が
宗
租
の
代
表
的
著
作
で
あ
り
、
從

つ
て
宗
典
ε
し
て

「
宗
門
第

一
の
書
」

で
あ
る
こ
・こ
は
、
改
め
て
言

ふ
を
要
せ
ぬ
が

、
望
西

の
同
書

に
封
す
る
註
書
は
、
都
べ
て
三
部
あ
つ
て
、
現
に
淨
土
宗
全
書
第
八
卷
に
編

入
さ
れ
て
あ
る
。

曰
く

『選
擇

大
綱
抄
』
三
卷
、
臼
く

『
新
扶

選
擇
報
恩
集
』

二
卷
、
曰
く

『
扶
選
擇
正
輪
通
義
』

一
卷
が
そ
れ
で
あ
る
。

大
綱
抄
篆

仁
四
年
、
望
西
五
+
四
歳
の
時
の
著
作
で
(同
書
奥
書
)、
選
擇
集
σ
各
章
蠡

意
的
に
解
説
し
砦

の
で
あ
る
。
士

釡

の
各
章
下

に
起
こ
る
、從
つ
て
宗
義
上
の
重
要
な
る
問
題
は
、大
底
み
な
こ
の
中

に
論
述
さ
れ
て
在
る
。
そ
の
撰
述
の
由
來
に

つ
い
て
は
、
同
書
の
終
に
、

先
師
於
二决
疑
鈔
中
夫

小
淺
深
盡
レ理
記
レ之
・衾

爲
勅

少

、
郵

都

粗
記
ご先
單

。若
遨
二蕃

尠

郵

乏
故
也

(淨
全
八
欝

)

ミ
云

つ
て
あ
る
。
大
綱
抄
の
名
は
蓋
し
茲
か
ら
來
て
ゐ
る
。

次
に
報
恩
集
は
、
元
亨
二
年
八
+
歳
の
時
の
雛

で
(胴
拳

栂
尾
の
明
惠
上
人
の
『摧
邪
輪
」
、
『
莊
嚴
記
』
を
對
破
し
砦

の
で
あ
る
。

そ
の
由
來
は
、
同
書
の
序
文
に

む

む

む

昔
有
二覺
性
上
人
證
大
者
一,
作
二
扶
選
擇
論
七
卷
、
護
源
報
恩
論

一
卷

一、
反
二破
邪
輪

一、
廣
扶
二選
擇

一。
其
義
多

據
二
天
台
宗
一、
彼
文
未
・

塾
二亠翻

聴

不
レ無
二遺
恨
矣

・
日疋
以
趣

遖
㌔

懇

轟

㌦

而
撫
轟

攤
蘇

御

、
重
曾
那
蘿

破
之
綱
要

、
鍵
二沖
糶

磐

静
∫

、
故
題
多
薪
扶
糶

報
恩
集

鑿

八
罷

)。
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。



最
後

に
正
輪
通
義
は
、
そ
の
撰
述
の
年
代
明
ら
か
で
な
い
が

、
同
書
末
後
の
文
に
、

上
來
既
鏨
箜

本
難

。箜

蘿

不
・書

破
。是
肇

須
・更
責
也
。耋

・秦

+
六
糶

聾

饕

黐

膣

轡
入
鑾

八
甑
竪

¶、u
云
つ
て
あ

る
か
ら
、
報
恩
集
よ
り
も
後

に
出
來
た
も
の
で
有
る
こ
ご
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
内
容
は
、
。報
恩
集
を
要
略
し
た
も
の
で
、
正

輪
の
名

は
蓋
し
邪
輪
に
對
抗
し
た
言
葉
で
あ

る
こ
ε
は
言
ふ
ま
で
も
な

い
。

己
上
三
部

の
内
、
初
の
大
綱
抄
は
、
選
擇
集

の
顯
正
的
迹
作
で
、
後

の
二
部
は
そ
の
破
邪
的
撰
述
で
あ
る
。
夫
れ
で
望
西
の
著
作
は
、
無

論
こ
の
外
に
も
色

々
ε
在

る
が
、
宗
義
の
全
般

に
亘
つ
て
師
の
獨
特
な
見
解
を
述
べ
た
も
の
ε
し
て
は
、
何
ん
、こ
い
つ
て
も
こ
の
大
綱
抄
に

如
-
も
の
は
無
い
。
そ
の
卷
尾

(
淨
全
蟲

七
)
に

時
也
永
仁
四
轟

夏
中
龕

。
幽
・鄭

蓑

・酔

擲
・蠶

。
望
覆

諤

了
惠
(在剃
)

、こ
誠
書

の
し
て
あ
る
所
か
ら
見
て
も
、
師
が
如
何

に
本
書
を
重
ん
じ
て
ゐ
た
か
・・
解
か
る
。
仍

つ
て
以
下
大
綱
抄
を
中
心
に
、
師
の
流
義
に

關
す
る
見
解
を
論
述
し
て
見
よ
う
。

師
の
見
解
に
ょ
れ
ば
、
選
擇
集

一
部
は
、
全
く
廢
立
の
精
紳
よ
り
し
て
書
か
れ
た
も
の
だ
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。
さ

れ
ば
師
は
十
六
章

の
各

篇
目
ご
-丶に

、

一
々
皆
な
「
以
廢
立
而
爲
義
」
ε
標
し
て
ゐ
る
。
是
は
蓋
し
宗
組
が
、
覆

集
の
中
に
八
種
の
選
擇
塞

け

(鑾

七
欝

)、

蕘

鎭
西
上
人
が
徹
覆

集
に
二
+
二
種
の
選
擇
の
義
を
叙
べ
て
(
鑿

七
誹

),
嘉

の
大
綱
を
結
成
し
て
ゐ
ら
れ
る
所
か
ら
、
謂
は
ゆ
る

む

む

む

む

選
擇
の
義
を
廢
立
の
そ
れ
に
換
言
し
た
も
の
で
、
蓋
し
亦
た
據
る
所
が
有

つ
て
窪
あ
る
。

そ
れ
は
勅
傳
第
五
に
ぎ

る
岳

者
が
宗
謦

對
し
、立
宗
の
姦

を
蕁

ね
し
ξ

こ
ろ
・宗
祺
は
觀
經
の
疏
の
附
屬
の
文
(鑾

二
華

に
依
る
旨
を
答

へ
て
お
い
で
に
な
る
。
同
附
屬
の
文
が
廢
立
の
こ

・
う
か
ら
來
て
ゐ
る
こ
ε
は
言
ふ
迄
も
な

い
。
乃
で
望
西
は
、
こ
の
大
綱

一43.__.



抄
の
第
十
二
附
屬
阿
難
章
の
劈
頭
に
於
て
、

於
・鑾

塞

、
立
・宗
義
者

鯊

魏
章
響

響

・。
躄

羨

、
不
量

動
爾
λ
鑿

八
華

。

マb云
ひ

、
叉
た
同
續
き
の
文
に
、

む

　

む

む

む

む

む

む

む

餘
宗
等
中
、
雖
レ
明
二稱
名
往
生
之
旨

一、
未
レ読
二廢
立

一故
、
眞
實
義
無
レ
由
二
顯
現
一。

今
設
二廢
立
一、

本
願
念
佛

忽
立
、

隨
自
眞
實
始
顯

(馨

八
辭

)

ε
云

つ
て
ゐ
る
。

併
し

こ
の
望
西
の
詭
も
、
更
に
溯

つ
て
考

ふ
れ
ば
、
そ
の
本
つ
く
所
が
無

い
で
も
な
い
。
そ
れ
は
毘
沙
門
堂
の
法
印
明
禪

の
『
逋
懐
鈔
」
の

読
で
、
多
分
こ
の
述
懷
鈔
の
設
が
、
そ
の
先
驪
を
な
し
て
ゐ
た
も
の
ざ
察

せ
ら
れ
る
。
同
鈔
に
曰
く
、

む

む

　

近
來

、
法
然
上
人
淨
土
宗
を
興
し
、
專
念
の
行
を
す

・
め
し
か
さ
も
、
大
に
そ
ね
み
、
大
に
そ
し
り
て
、
學
す
る
に
及
ば
す
し
て
む
な
し

く
す
ぎ
ぬ
。
し
か
る
に
不
慮
の
ほ
か
に
、
か
の
上
人
の
門
弟
に
向
顏
す
る
事
あ
の
き
。
彼
人
の
い
は
く
、
き
か
ざ

る
に
は
、
信
も
謗

x̂
'11

　

り

む

も
に
あ
や
ま
り
あ
り
、
先
師
所
造
の
書
あ
り
、
こ
れ
を
見
て
、
も
し
は
信
じ
も
し
は
謗
す
べ
し
、こ
て
、
選
擇
集
を
を
く
れ
り
。

こ
れ
を
見

る
に

瑚
至
信
を
ま
し
て
疑
な
し
。

我
朝
に
淨
土
を
す

・
め
、
念
佛
を
ひ
ろ
む

る
人

お
ほ
し
ε
い

へ
さ
も
、
こ
の
上
人
は
信
謗
ε
も
に

つ
ね
の
人
に

こ

へ
た
り
。

そ
の
ゆ

へ

む

　

む

む

　

　

　

　

む

　

　

　

む

む

を
た
つ
ぬ
る
に
、

一
向
專
念
の
す

・
め
よ
り

お
こ
れ
り
。
つ
ね
の
人
の
心
に
た
が

へ
ば
、
そ
し
る
に
い
は
れ
あ
り
。

つ
ね
の
人

の
義
に
こ

む

　

　

む

む

へり

　

む

む

　

　

　り

む

　

む

へ
た

れ
ば
、
信
ホ
る
に

い
は
れ
あ
り
。
こ
の
義
を
立
せ
す
ぼ
、
あ
な
が
ち
に
そ
し
る
べ
か
ら
す
。
む
か
し
も
今
も

こ
の
義
を
立

つ
る
人
な

む

む

む

け
れ
ば
、
失
た
る
べ
く
ば
、
人
に
す
ぐ
れ
た
ゐ
失
た
る
べ
し
。
徳
た
る
べ
く
ば
、
人
に
す
ぐ
れ
た
る
徳
た
る
べ
し
。
ゆ
め
く

普
通
の
義

に
馨

べ
か
ら
す
(勅
傳
誹

)
ε
。

己
飯

は
、
望
西
の
選
擇
集
に
對
す
る
大
體
の
見
解
で
あ
る
が
、
吾
人
は
こ
の
、
師
の

一
つ
の
見
解
か
ら
し
て
も
、

師
の
學
究
的
態
度
が
、

一44一



大
體

さ
ん
な
風
で
有
つ
た
か
ε
い
ふ
こ
ε
を
、
推
察
す
る
に
難
く
は
な
い
Q

即
ち
師
は

一
面
に
、
傳
統
の
宗
義
.こ
い
ふ
も
の
を
飽
く
迄
も
組

逋
し
乍

ら
、
他
面
に
は
亦
そ
れ
を
、
自
分
の
學
問
に
よ
つ
て
自
由

に
顯
彰
せ
ん
S
試
み
た
形
跡
が
見

へ
て
ゐ
る
。
所
ガ
當
時
宗
義
の
上
に
は
、

二
租
三
代
の
定
剿
以
外
、
禽
ほ
幾
多

の
微
細
な
問
題
が
殘
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
師

の
こ
の
學
風
は
、
や
が
て
師
を
騒

つ
て
記
主
門
下
の

一
派

ー

謂

は
ゆ
る
三
條
派
1

を
成
さ
し
む
る
に
至

つ
た
。

三

三
條
派
の
流
義
が
、
自
旗
の
そ
れ
ε
異
る
點
は
、
無
論

二
一二
に
し
て
足
ら
ぬ
が
、
多
く
は
皆
な
部
分
的
な
、
宗
義

の
解
繹
上
に
於
け
る
見

む

む

む

む

む

む

む

解
の
相
異
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
中
に
於
て
、
三
條
派
が
三
條
派
ε
し
て
記
主
門
下
に

一
派
を
成
し
た
所
以
は
、
資
に
そ
の
心
具
不
生
義
の
主

む張
に
あ

つ
た
。

謂

は
ゆ
る
心
具
不
生
義
ε
は
、
念
佛
餘
行
を
論
ぜ
す
、
三
心
具
足
の
中
に
於

て
、
自
つ
か
ら
其
の
不
生
の
瘍
合
か
有
る
ε
い
ふ
こ
ε
を
云

働

ふ
の
で
あ
る
。

先
づ

念
佛
の
不
生
の
瘍
合
ε
い
ふ
は
、
大
綱
抄
第
十
化
佛
讃
嘆
篇

に
、

パリ

む

　

つ

む

む

む

む

ヘ

ヘ

へ

も

三

心
具
足
稱
名
、
不
し論
=
夲
生
臨
終

}、

一
念
業
成
。
但
就
レ之
有
レ可
二分
別

一也
。
臨
終
念
佛
、

一
念
業
成
即
便

死
故
、

定
得
二
往
生

。

も

ヘ

ヘ

へ

準
生

一
念
、
業
雖
二即
成
一、
後
悪
若
積
而
不
二念
佛
】者
、
後
悪
可
レ抑
二前
善
慝
果
之
力
用
隔也
。
故
有
二
上
轟

回
形
之
願

}、
亦
有
二隨
犯
随

む

む

へり

む

む

む

む

む

　

む

む

懺
之

繹
一。
以
ご是
羹

故
、
專
約

一行
體
業
成
功

一、
信
取
二

念

一、

屡
思
二
善
悪
更
互
相
滅
一、

行
勵

噌
}
形

ド。

斯

乃
往
生
之
秘
術
也

(淨
全
八
班
甦

蕊

つ
て
、
念
佛
者
は
必
茜

修
の
法
を
具
足
す
べ
き
ミ

を
述
べ
て
ゐ
る
(駄
攤

鞭

叉
た
餘
行
の
不
生
の
瘍
合
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
大
綱
紗
第
十

一
讃
嘆
念
佛
篇

に
、

一45一



ナ
リ
ド

く

く

く

ぐ

問
自
餘
雜
行
、
雖
レ
具
二
三
心
一、
獪
爲
二
不
定
一。
若
爾
、
相
二
違
具
三
心
者
必
生
彼
國
之
文
一、
如
何
。
答
雖
レ
具
ご
三
心
一、
疎
雜
行
故
、
業

　り

　り

む

む

む

　

　

ぬり

む

成
不
定
。
謂
若
上
機
、
業
成
得
レ生
。
下
機
不
レ
成
而
不
レ
得
レ
生
。
故
捨
命
己
後
、
生
不
生
不
定
。

但
至
二經
交
一者
、

R
從

一念
佛

一而
云
二

必
生

㌔

非
下
約
二萬
行

惣

云
中
必
隻

也
(淨
全
八
瓶
恥
)。

三

吾

て
、
往
生
禮
讃
の

三

三
五
の
往
生
の
文
(淨
全
三
磊

)
を
引

い
て
ゐ
る
。

つ
ま

り
望
西
は
、
心
行
具
足
の
行
業
は
、
夫
れ
自
髑
か
ら
い

へ
ば
、
决
定
往
生
の
行
業
で
あ
る
が

、
後
悪
の
造
不
、
強
弱
の
如
何
に
ょ
つ

て
・
順
訳
の
笙

は
不
害

な
る
三
至

の
で
あ
る
・
そ
の
證
警

し
て
師
は
、
授
手
印
の
虚

覆

具
(淨
全
毒

)鍵

倶
A
跡
厳
)は
往

生
不
定
」

,こ
い
ふ
文
を
引

い
て
ゐ
る
。
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四

所
が
縄
阿
の
作
・こ
傳

ふ
る

『
大
經
聞
書
』
に
は
、
こ
の
授
手
印
の
引
用
を
難
破
し
、
且

つ
曰
く

　
マ
し
ソ

を
り

ヶ

ハ

ス

に

凡
此
案
立
、
中
間
以
來
、
案
出
義
勢
也
。
根
元
相
論
、
不
・及
一虚

實
多
少

之
沙
汰

一、

一
向
箕
賁
ト
モ
、
四
修
闕

不

γ可
二
往
生

一、
大
様

義
勢

猛
酵
然
先
師
重

々
被
し加
二難
破

】。
即
違
二相
傳
義
一歎
存
由
、
被

談
二話
慈

心
房

鎚之
處
、
慈

心
房
、

此
事
歎
存
由
趣
以
、
爲
レ諷
二
諌

道
公
㌦

鋒

萎
細
之
塑

、
欲
レ途
乏

之
刻
、
霧

危
急
、
閣
ご彼
歌
皐

。
即
及
二入
滅
乏

上
者
、
蠢

莎

鉢

蠱

櫞

縫

如

先
要

次
月
入
滅
。
其
後
難
答
暫
中
絶
。
其
以
來
、
道
公
傍
若
無
人
、
張
二行
此
義
一。
而
京
都
學
者
、
及
關
東
奪
觀
房
寂
惠
房
等
、
傳
二
聞
此
事
↓

商

破
・
螽

云
・
千
萬
罪

閣
、
先
只
違
融

師
暴

相
傳
耄

夏

續
淨
+
七
鴫　麹

。

勿
論

こ
の

『聞
書
』
は
、
當
時
互
ひ
に
對
立
を
し
て
ゐ
た

一
條
派
の
著
作
に
屬
す
る
も
の
で
有
る
か
ら
、

一
概

に
信

用
も
さ
れ
ま
い
ミ
思
ふ

が
、
兎

も
か
く
心
具
不
生
諡
が
、
經
釋
の
明
文
に
相
違
す
る
こ
・こ
は
事
實
で
あ
る
。
何
ぜ
な
れ
ば
、
經
に
は
明
か
ほ
「
具
三
心
者
必
生
彼
國
し

(
韆

融
々
)
三
吾

、
釋
に
は

三

心
曁

無
行
不
盛

(散
善
義
謬

一財
)
ε
い
つ
て
在
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
簡

師
も
、
そ
の
菱

心



具
决
定

往
生
義
』
、
『
渥
渭
分
流
集
』
に
於
て
、
委
細

に
こ
の
望
西
の
論
を
難
破
し
て
ゐ
ら
れ
る
が

、
要
す
る
に
心
具
不
生
義
は
、
異
義
で
は

あ
る
が

邪
設
で
は
な

い
。

一
文
衆
解
は
古
今
の
逋
例
で
有
る
か
ら
で
あ
る
。

徇
ほ
最
後
に

U
言

つ
け
加

へ
て
置
ぎ
た
い
事
は
、
望
西
は
斯
く
、

二
祺
三
代
の
定
判
が
明
確
で
無
か
つ
た
爲
め
、
偶
ま
異
義
を
唱
出
す
る

に
至

つ
た
け
れ
さ
、
爲
め
に
師
の
宗
門
に
於
け
る
偉
大
な
る
効
績
を
沒
却
し
て
は
成
ら
な
い
ご
云

ふ
こ
・こ
で
あ

る
。

一一47-・


